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1～2……安心できる子育て環境を目指して「名張の保育のこれから」
3……平成29年度当初予算編成　　4……施政方針・主な事業内容
7……施設ご利用ガイド　　8……市立病院開院20周年記念事業

名張の保育のこれから名張の保育のこれから
安心できる子育て環境を目指して安心できる子育て環境を目指して

　近年、核家族が一般的になりました。女性の社会進出の増加、雇用形態の多様化による共働き家庭が増えたこ　近年、核家族が一般的になりました。女性の社会進出の増加、雇用形態の多様化による共働き家庭が増えたこ
とにより、保育ニーズが高まっています。さらに保育士不足も重なり、全国的に待機児童が増加しています。とにより、保育ニーズが高まっています。さらに保育士不足も重なり、全国的に待機児童が増加しています。
　今号では、待機児童ゼロを目指し、平成29・30年度に市内で新たに開園される予定の保育施設の紹介や保育
士確保の取組みなど、これからの名張の保育について紹介します。士確保の取組みなど、これからの名張の保育について紹介します。

貝増 輝幸
保育幼稚園室

　

名
張
市
は
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
人

口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
世
帯

数
は
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
核
家

族
や
共
働
き
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
一
般
的
に
な
り
、
保
育
の
需
要
は
高

ま
り
続
け
て
い
ま
す
。

な
土
地
の
確
保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
地
域
型
保
育
事

業
※
1
」
の
整
備
も
含
め
た
受
け
入
れ
枠

の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

0
歳
児
か
ら
2
歳
児
を
対
象
と
し
た
、

地
域
型
保
育
事
業
で
あ
れ
ば
、
近
く
の

公
園
な
ど
、
屋
外
遊
戯
場
と
し
て
使
え

る
代
替
地
が
あ
れ
ば
運
営
が
可
能
に
な

る
な
ど
、
通
常
の
保
育
施
設
に
比
べ
開

園
し
や
す
い
こ
と
に
加
え
、
待
機
児
童

の
大
半
が
0
歳
児
か
ら
2
歳
児
と
い
う

状
況
も
考
慮
し
た
結
果
、
整
備
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

待機児童は毎年増加傾向にあり、問題の
早期解決が求められています。
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市内の待機児童の内訳は 0～ 2歳に集中して
いるという結果がでています。

平成30年年度当初で
待機児童をゼロへ
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名
張
市
に
は
、
平
成
28
年
10
月
時
点

で
１
０
９
人
の
待
機
児
童
が
い
ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
、
保
育
が

原
因
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
保
護
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
当
初
で
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
保
育
施
設
の

整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
育
施
設
を
新
た
に
開
園

す
る
た
め
に
は
、
園
庭
を
含
め
た
広
大

　

ま
た
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や

特
長
を
あ
わ
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど
も
園

※
2
」
が
、
昨
年
4
月
に
市
内
で
初
め

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
待
機
児

童
の
解
消
や
地
域
の
子
育
て
支
援
を
行

う
施
設
と
し
て
引
き
続
き
普
及
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
よ
り
、
平
成

29
・
30
年
度
の
合
計
で
7
つ
の
保
育
施

設
の
開
園
を
計
画
し
て
お
り
、
定
員
が

１
７
２
人
の
増
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

待
機
児
童
問
題
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
安
心
で
き
る

子
育
て
環
境
を
目
指
し
た
事
業
を
着
実

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

※ 1地域型保育事業…定員 19人以下の少人数で 0～ 2歳の子どもを対象とした保育で 4種類あります。（家庭的・小規模・事業所内・居宅訪問型）
※ 2認定こども園…教育 ･保育を一体的に行う施設で ､幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持っています。用語解説

室長

2
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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山岡 尚子
保育幼稚園室

　

保
育
の
受
け
入
れ
枠
を
拡
充
す
る
た

め
に
は
、
保
育
施
設
の
整
備
と
同
時

に
、
担
い
手
と
な
る
保
育
士
の
人
員
確

保
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
で
は
、
保
育
士
の
人
員
を
よ
り

充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
規
定
で
は
、
1
歳
児
6
人
に
保

育
士
1
人
の
人
員
配
置
を
最
低
限
す
る

よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
が
、
市
は
4
人

に
1
人
の
配
置
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
示

し
、
自
分
か
ら
動
く
よ
う
に
な
る
多
感

な
1
歳
と
い
う
時
期
に
手
厚
い
保
育
を

す
る
た
め
で
す
。

　

加
え
て
、
人
員
の
充
実
は
、
保
育
士

の
皆
さ
ん
の
労
働
環
境
の
改
善
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら

毎
年
「
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
就
職
フ

ェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
過
去
2

回
の
開
催
で
こ
れ
ま
で
公
私
立
合
わ
せ

て
11
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
（
正
規
・

パ
ー
ト
）
。
今
年
も
夏
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
保
育
士
資
格
を
お

持
ち
の
人
で
現
在
就
労
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
育
士
資
格
を
有
し
て
い
な

く
て
も
、
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
に
興

味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
子
育
て
支
援
員

研
修
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
研
修
を
修
了
す
る
と
、
保
育
や

子
育
て
支
援
分
野
の
各
事
業
に
従
事
す

る
上
で
、
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得

し
た
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
型
保
育
事
業
な
ど
で
働
く
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
（
子
育
て
支
援
員
研

修
の
参
加
申
込
に
つ
い
て
、
詳
細
は
5

月
10
日
号
の
広
報
な
ば
り
に
掲
載
予
定

で
す
）

　

核
家
族
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た

今
、
安
心
な
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
担
い
手
の

皆
さ
ん
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。
未
来

あ
る
名
張
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

充実した保保育のためには
担い手の確保が重要

公立保育所で働く臨時職員の登録者募集
■ 臨時職員（保育士資格　有）
　 勤務時間　7.5時間　※応相談　
 　業務内容　保育業務全般
■ 臨時職員（保育士資格　無）
　 勤務時間　1～2時間　※応相談
 　業務内容　朝・夕の保育業務補助

平成29・30年度で新たに

7 つの保育施設が開園

▼小規模保育事業…対象年齢が 0～ 2歳で、定員が 6～ 19人までの少人数を対象に、きめ細やかな保育を行います。
▼事業所内保育事業…対象年齢は小規模保育と同様で、企業の従業員の子どもと、地域の子どもをいっしょに保育します。用語解説

　 登録方法　市役所1階保育幼稚園室へ履歴書をご提出ください。
　　 その後、各保育所の人員の状況に応じて面接を行います。

開園日　平成30年4月（予定）
住所　蔵持町原出
定員　120人（予定）　対象年齢　0～5歳
蔵持保育園を移転・新築。定員は現在と
比較すると50人の増となります。

 ● （仮称）蔵持こども園
（幼保連携型認定こども園）

開園日　平成30年4月（予定）
住所　木屋町　　定員　19人
対象年齢　0～2歳
地域密着型特別養護老人ホームに併設
した保育施設です。

 ● （仮称）第二かな保育園
（小規模保育事業）

開園日　平成29年5月（予定）
住所　元町　　定員　19人
対象年齢　0～2歳
イオン名張店3階に開園される0～2歳が
対象の保育施設です。

 ● なばりひやわんこども園
（小規模保育事業）

開園日　平成30年4月（予定）
住所　夏見　　定員　270人（予定）
対象年齢　0～5歳
よさみ幼稚園を増築。これまでの園児の他、
保育認定部分で30人の定員増となります。

 ● （仮称）よさみ幼稚園
（幼保連携型認定こども園）

開園日　平成29年7月（予定）
住所   東田原　 定員   19人（地域枠5人）
対象年齢　0～2歳
従業員枠と地域枠による定員が設けられ
ている事業所内保育事業。サービス付き
高齢者住宅などと併設しています。

 ●（仮称）スマイル保育園
（事業所内保育事業）

 ● ニチイキッズきおうだい
　  保育園
開園日　平成29年4月
住所　希央台1番町
定員　19人　　対象年齢　0～2歳　
道路を挟んだ目の前に鴻之台3号公園が
あり、保育中に散歩や遊びの場として訪
れます。

（小規模保育事業）

 ● つつじが丘保育園
開園日　平成29年4月
住所　つつじが丘北7番町
定員　30人　対象年齢　0～2歳
0歳児から2歳児までが対象の、つつじが
丘初めての保育所です。

（保育所）

保育施設数　　21カ所

定員合計　　　1,543人

待機児童数　　109人

平成28年度（10月時点）

保育施設数　　27カ所

定員合計　　　1,715人

待機児童数　　  0人

平成30年度当初（見込）

　市では、平成30年度当初での待機児童ゼロを目指しています。通
常の保育所だけでなく、認定こども園・小規模保育事業・事業所内保
育事業が開園されることになり、高まる保育ニーズに対応します。

平成 30年度当初「待機児童ゼロ」に向けて

担当室長

※蔵持こども園は移転・新築のため施設数としては、6増となります。
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合　　　　　　　計

263億4,100万円
1,830万円
9,800万円

9億4,690万円
20億5,530万円
97億9,740万円
65億8,350万円
15億2,760万円

21万円
210億2,721万円
37億2,609万円
64億7,901万円
575億7,331万円

△0.1％
△28.2％
71.9％
19.0％
△12.2％
0.4％
3.3％
7.5％

△84.2％
1.2％

△ 0.1％
△3.8％
△0.1％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
業
会
計

前年度対比平成29年度予算額会　　計　　名

一 般 会 計
住宅新築資金等貸付事業会計
東山墓園造成事業会計
農業集落排水事業会計
公共下水道事業会計
国民健康保険会計
介 護 保 険 会 計
後期高齢者医療会計
国 津 財 産 区 会 計
特 別 会 計 小 計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計

平成29年度当初予算編成

「元気」 予算「活気」「いきいき」
  財政経営室　  63‐7403　

各会計予算規模

市の預金にあたる財政調整基金は、不測の支出や減収に備えるた
め、計画的に積み立てていくこととしており、平成 29年度末残高で
2億 7,774 万円となる見込みです。

■ 財政調整基金（市の預金）の残高

市の借金である市債の残高は、平成 29 年度末残高で
347 億 5,200 万円となる見込みであり、地方交付税によ
り措置される臨時財政対策債を除くと、公共事業の抑制
により減少傾向にあります。

■ 市債（市の借金）の残高

都市振興税は、市民の皆さんからいただいた貴重な財源です。
これを活用し、名張躍進の土台づくりのための当面の課題であ
る財政の健全化とともに、将来を見据え、名張市が暮らしのま
ちとして発展していくための取組を進めています。
また、持続可能な行財政運営基盤の確立のため、引き続き行

財政改革に取り組んでいきます。

■ 都市振興税による取組内容（歳入：8億5,600万円）

■ 行財政改革の取組内容（効果額：1億5,769万円）

○ 現在の行政サービス水準の維持・充実
 ・公共施設の維持、更新　　・市立病院の充実　　・下水道事業の推進
○「元気創造」「若者定住促進」「生涯現役」プロジェクトの取組
 　（各プロジェクトの主な事業内容は4ページ目をご覧ください。）
○ 財政調整基金の計画的な積立
※都市振興税は使い道を限定されない一般財源です。

○ 施設使用料や手数料の見直し　○ ふるさと納税の推進　
○ 施設命名権による収入　○ 市独自の行政職員の給与削減　など

名張躍進の土台づくりに向けて
平成29年度の都市振興税による取組と行財政改革

　平成 29年度は、行財政改革の取組を進める一方で、動き始めた「元気創造」「若者定住促進」「生涯現役」
の 3つの重点戦略を前進させるための予算を編成しています。

 ● 名張市の財政状況 ●

263億
4,100万円

分担金及び負担金
3億1,305万円

地方譲与税 
2億5,900万円
使用料及び手数料
2億2,100万円
その他 12億6,628万円

繰入金
3億9,316万円
地方消費税交付金
12億5,200万円

地方交付税
39億2,700万円

市税
100億
8,760万円

国庫支出金
38億2,645万円

市債
27億2,350万円

県支出金　
20億7,196万円

国庫支出金
38億2,645万円

市債
27億2,350万円

県支出金　
20億7,196万円

市税収入は、生産年齢人口の減少などの
影響はあるものの、都市振興税を含めて
100 億円台の見込みです。
地方交付税は、人口減少による影響など

を見込み、前年度との比較で 4,500 万円減
の 39億 2,700 万円を計上しています。

国庫支出金は、保育施設の整備に係る補
助金など、38 億 2,645 万円を計上してい
ます。
県支出金は、地域密着型介護老人福祉施

設の整備に係る補助金など、20 億 7,196
万円を計上しています。

　会計全体の 41.2% を占める民生費は、待機
児童解消のための認定こども園整備に係る補助
金を計上。その他、子育て支援や障害者自立支
援などの社会保障費が増加しました。
衛生費は、名張版ネウボラ事業をはじめ、伊

賀地域の救急輪番体制運営事業や病院会計への

繰出金を計上しています。
教育費は、小・中学校空調設備整備事業に係

る委託費や学校統廃合に係るスクールバス購入
費、青少年センターの音響設備改修事業などに
係る経費を計上しています。

歳
入

歳
出

▼国・県支出金…使い道が限定された国や県からの資金　▼地方交付税…使い道を限定されない国からの配分金　▼繰入金…基金（市の貯金）の取
り崩しなど　▼民生費…高齢者・児童・障害者福祉などに支出　▼衛生費…ごみ処理や保健事業などに支出　▼公債費…市債返済のために支出用語解説

前年度当初予算額比  ３，４００万円の減

一般会計
２６３億４，１００万円

263億
4,100万円

民生費
108億
5,581万円

公債費
30億6,453万円

総務費
29億4,022万円

公債費
30億6,453万円

総務費
29億4,022万円

消防費
11億803万円

  衛生費
36億7,331万円

教育費
17億9,331万円

農林水産業費
5億9,522万円

議会費 2億5,116万円

予備費 5,000万円
災害復旧費 1,155万円

商工費 1億8,836万円

土木費
18億949万円

土木費
18億949万円

※
企
業
会
計
の
予
算
額
は
、
収
益
的
お
よ
び
資
本
的
支
出
の
合
計
額
で
す
。

※
表
・
グ
ラ
フ
の
金
額
は
、
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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■ 新雇用創出事業：4,060万円
子育て中の女性に対する就労復帰に向けた支援
や農工商を含めたさまざまな市内企業を支援し、
名張市の産業の活性化に取組みます。

■ 広域観光連携推進事業：1,301万円
奈良県下の 5市村と連携し、新たな地域資源の
掘り起こしや商品企画などを行い、外国人旅行
者の誘客を図ります。

平成 29年度の主な事業内容
3つの重点戦略から見た

  財政経営室　  63‐7403　

元気創造プロジェクト：1億 766万円

■ 民間保育所等施設整備補助金
　 ：4億6,484万円
待機児童の解消に向けた保育の拡充を図るため、
幼保連携型こども園 2園と、小規模保育事業所
1園の施設整備に対する補助を実施します。
また、遊具修繕に対する補助も行います。

■ 地域型保育事業：2億9,376万円
0 歳児から 2歳児を対象とする地域型保育事業
（家庭的保育事業・小規模保育事業・事業所内保
育事業）を引き続き推進し、待機児童の解消を
図ります。

■ がん対策事業、生活習慣病予防
　 重点プロジェクト事業：1億1,357万円
がん検診の重要性や受診方法などに関する個別通
知を行い、受診率の向上を図ります。
また、生活習慣病予防と重症化の予防および特定
健診の受診率向上対策に取り組みます。

■ 地域福祉教育総合支援システム
　 構築事業：1,275万円
複合的な生活課題を抱える対象者に対し、ワン
ストップ窓口で応対するため、エリアディレク
ター（包括的相談員）を配置し、包括的・横断
的な支援の取組を進めます。

若者定住促進プロジェクト：9億 1,370 万円

生涯現役プロジェクト：2億 5,158 万円

平成 29年度施政方針
施政運営について市長が述べる
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  総合企画政策室　  63‐7389　
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地域産業の振興と名張の元気の創造

産み育てるにやさしいまちづくり

まちじゅう元気推進都市宣言

※全文は市ホームページで公開しています
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 3‐1号掲載「被災地への思い」について　▼災害のときに役立つものなどを一緒に掲載してくれたので、家族で話すきっかけになり助かりました。
　▼東日本大震災も段々と風化してしまいその日が近づいても以前のようには感じなくなってしまっている。もう一度原点に戻って考えることができた。

読者の声
広報メールサポーターから…

任期満了に伴い、上島和
久氏が市議会の同意を得
て再任されました。任期
は、平成 32年 3月 31日
までの 3年間です。

教育長に上島和久氏
（再任）

　一般家庭用として浄化槽を設置する場合、
次の補助金を交付しています。申請方法など
詳しくは、問い合わせ先へ
区分／補助金限度額
▼合併処理浄化槽の設置(5人～50人槽）／15万円
▼既設の単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に
転換する場合の撤去工事／9万円
▼既設の単独処理浄化槽または、くみ取り便槽から
合併処理浄化槽に転換する場合の配管工事／6万円

 上下水道部経営総務室　  63‐4114

浄化槽を設置する場合、
補助金を交付します

浄化槽の法定検査が
義務付けられています

　ご家庭の浄化槽は、微生物が活動しやすい環
境を保つために維持管理することが大切です。
浄化槽法で保守点検と清掃および法定検査が義
務付けられています。
　検査は三重県水質検査セン
ターが実施。対象者には案内
を通知しますので、検査を受
けてください。（なお、浄化槽
を廃止する場合は、市上下水
道部経営総務室へ廃止届を提
出してください。）

 三重県水質検査センター　  059‐213‐0707

市の平成 29年度組織機構の
見直しについて

　複雑化する社会経済状況や住民ニーズへの
対応、また、限られた職員数でより効果的な
事務執行体制の確立を目指すため、平成 29年
4月から組織機構の見直しを行いました。
▼企画財政部を廃止
▼企画財政部内の「総合企画政策室」「地域活力
　創生室」は市長直轄の部門へ。「財政経営室」「行
　政改革推進室」は総務部へ
▼教育委員会事務局内に「国体準備室」を新設
 行政改革推進室　  63‐7302

平成 27 年 4 月 1 日の「地方教育行政
の組織及び運営に関する法律」の改正
により、教育委員会委員長と教育長は
一本化された新たな職となりました。
教育長は議会の同意を得て市長が任命
する常勤の特別職となります。

※

まずは、耐震診断を！

対象住宅　次の条件を全て満たしている住宅
　▼昭和 56年 5月 31 日以前に建築（着工を

含む）された木造住宅で 3階建て以下の
住宅　

　▼専用住宅、共同住宅（居住者の承諾が必
要）、併用住宅（延床面積の 2分の 1以上
を住宅として使用しているもの）　

　▼市内に所在している住宅　
◎在来軸組構法（柱などの接合部を金物で止
める一般的な構法）、伝統的構法（柱などを
木組みによって建てる構法）、枠組壁（ツー
バイフォー）工法の住宅が対象で、丸太組
構法（ログハウス）などは対象外

募集戸数　30 戸（予定）※先着順
診断方法　調査日時を調整の上、訪問調査（現
地診断）を行い、構造計算を経て、後日診
断結果を説明します。

申込期限　11月 30 日木までに（土・日曜日、
祝日を除く）、「耐震診断実施申込書（市ホ
ームページからも出力可）」に必要事項を記
入の上、次のいずれかの添付資料と印鑑を
持って、市役所 4階営繕住宅室へ

添付資料　▼納税通知書添付の固定資産税（土
地・家屋）課税明細書　▼固定資産土地家
屋名寄帳の写し　▼建築確認通知書の写し

　▼登記済証の写し　など

 営繕住宅室　  63‐7740

木造住宅耐震診断事業（無料）

木造住宅耐震補強事業（耐震補強設計・工事費を補助）
対象住宅　これまでに耐震診断を受けた結
果、総合評点が0.7未満の住宅

　※平成22年度まで収入要件により対象外で
あった人で、これから耐震補強工事を計画
する場合は申込可。市外在住者も申込可

補助件数　設計5戸（予定）、工事5戸（予定） 
　※申込多数の場合、5月16日火に市役所で抽
選会を実施

申込　4月28日金までに(土・日曜日を除く)、市
役所4階営繕住宅室で配布する申込用紙で申込 

耐震化が必要と診断されたら…

住宅の耐震性を向上させましょう！
市の補助制度などをご利用ください。

法的な困りごとは
「法テラス」へ

　「法テラス」は、国が設立した公的な法人で
す。金銭問題、離婚、相続、労働問題など法
的トラブルでお困りの人で、どこに相談した
らいいか分からない…そんなときは、一人で
悩まずどうぞお気軽にご利用ください。解決
に役立つ法制度紹介や相談窓口の情報を無料
でご案内します。
　また、経済的に余裕のない人が法的トラブルに
遭ったときに、無料法律相談や必要に応じて弁護
士・司法書士費用の立て替えを行っています。

巡回相談会
日時　奇数月第 3水曜日
　　　偶数月第 4水曜日
　　　午後 1時～ 4時
場所　市役所 1階市民相談室
◎事前に電話で問い合わせ先へ申込
 法テラスサポートダイヤル　  0570‐078374

　 法テラス三重　  0503383‐5470

伊賀市・名張市広域行政事務組合が
4月1日移転しました
新住所　〒518‐1395　三重県伊賀市馬場
　1128番地（伊賀市役所阿山支所2階）
 伊賀市・名張市広域行政事務組合

　  総務課・伊賀食肉センター事務局
 43‐9088　　  43‐0041

「名張市白ばら会」
ボランティア会員募集

　名張白ばら会は、明るくきれいな選挙を進め
る団体です。有権者が政治や選挙に関心を持ち、
投票に積極的に参加するよう呼び掛けています。
対象　市内在住の有権者でいずれの政党、政治
団体にも属さず、会の趣旨に賛同いただける人

会費　年額 500 円
申込　電話、郵送、ファクス（64‐2560）、電
子メール（senkan@city.nabari.mie.jp）の
いずれかで「名張市白ばら会入会希望」、住所、
氏名、連絡先を書いて、市役所 2階選挙管理
委員会（〒 518-0492　鴻之台 1‐1）へ

 市選挙管理委員会　  63‐7314

新田ゲートボール場の利用
方法を 4月から変更します

　みはたメイハンランド内の新田ゲートボー
ル場の利用方法を 4月 1日から変更します。
利用時間　午前 9時～午後 6時
使用料　1団体で 3時間につき 500 円
申込　市役所 3階市民スポーツ室備え付けの
　利用申請書に必要事項を記入し、使用料を添
　えて同窓口へ（申請書は市ホームページから
　出力可）
◎多目的広場はこれまでどおり無料です。

 市民スポーツ室　  63‐7100
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年金相談 日時　5月9日火・23日火 午前10時～午後3時（受付は午後2時45分まで）
場所　産業振興センターアスピア（南町）  保険年金室   63‐7445

　老齢年金を受給するために必要な受給資格期間は、これまで「25年以上」でしたが、「10
年以上」に短縮され、今後は老齢年金を受給できる対象者が増えます。

● 改正のポイント！
▼必要な期間を満たしているかは「平成 29年 8月 1日」時点を基準とします。
▼該当者には、日本年金機構から年金の請求に関するご案内が届きます。
　配達期間：3月から 7月の間に、高齢者から順に随時送付
▼年金を受給するためには、年金事務所などでの請求手続きが必要です。
▼年金の支給開始は最短で 10月から開始します。　※手続きの時期により変動します

◎自分も対象かもしれないと思われる場合は、年金記録の再確認をお願いします。
◎ 10年の受給資格期間がない人でも、「任意加入制度」「後納制度」を活用することで年金
　を受給できる可能性があります。
　詳しくは、ねんきんダイヤル（0570‐05‐1165 または 03‐6700‐1165）へお問い合わせください。

老齢年金の受給資格期間がこれまでの
「25年以上」から「10年以上」に短縮されます！

有害鳥獣駆除を実施中です

　シカ、イノシシやカワウ・アオサギなどによる
農林水産業への被害を防ぐため、山間部や河川敷
で猟友会が猟銃による駆除活動を行います。
　隊員はオレンジ色の帽子・ベストを着用し、
猟銃使用には細心の注意を払っていますが、山
間部や河川に入る際はご注意ください。
　被害が多い地区は、地区の代表者を通じて連
絡いただけば現地調査の上、対応します。
■ 河川敷の駆除実施予定期間　
 　4月上旬～9月末

■ 山間部の駆除実施予定期間
 　4月中旬～10月中旬
 農林資源室　  63‐7625

農業スタッフ技能講習
（60歳以上）参加者募集

　講義と実技を学んで野菜作りに挑戦しましょう
日時　5月23日火、6月2日金・13日火・
　30日金、7月11日火・28日金　全6日間 
　午前9～午後4時
　※午前に講義、午後に実技を行います。 
場所　名張市シルバー人材センター（丸之内）
　※実技は下小波田の休耕地で行います
定員　15人　※先着順
対象　市内在住の60歳以
上の人　◎参加無料

申込　5月12日金までに、
電話で問い合わせ先へ

 名張市シルバー人材センター
　 63‐6800

自分で野菜を育ててみませんか？ 「市民農園」入園者募集
対象　市内在住の人
募集区画数・年間利用料（11カ月分）
■ 南古山「そよかぜの丘」
▼1号農園　20区画（4,400円／33㎡）
▼2号農園　16区画（6,600円／50㎡）
▼3号農園　5区画（5,866円／33㎡）

入園期間　5月1日～平成30年3月31日（継続利用可能）
申込　4月21日金までに、はがきに「南古山市民農園○
号農園希望」もしくは、「上比奈知市民農園○号農園
希望」住所・氏名・電話番号を記入して農林資源室
（〒518‐0492鴻之台1‐1）へ。

※申込多数の場合、4月26日水午前9時から市役所3階
305会議室で抽選会を行います。
 農林資源室　  63‐7625

 南古山「そよかぜの丘」

至桔梗が丘
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■ 上比奈知「せせらぎの里」
▼1号農園  8区画（7,315円～9,240円／55㎡～70㎡）
▼2号農園  2区画（4,400円～5,866円／33㎡）
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日時　6月11日日 午前8時30分市役所駐車場出発
場所　御殿場海岸（津市）
対象　ひとり親家庭、寡婦家庭
定員　25人 ※先着順
参加費　大人1,500円、
　寡婦1,000円、高校生以下無料
持ち物　潮干狩りのできる服装、用具
申込　5月2日火までに、電話で問い合わせ先へ

 名張市母子寡婦福祉会事務局（藤原）
　  090‐7603‐5634

市民親子体験農業
「さつまいもづくり」参加者募集

日時　5月28日日 午前9時集合　
　※7月下旬に除草作業、10月上旬に収穫予定
場所　美旗中村地内　内容　さつまいもの苗植え
対象　市内在住の子どもと保護者　
定員　30組　※申込多数の場合は抽選　
参加費　1家族 500 円　
申込　4月 21日金までに、必ず往復はがきで
　「市民親子体験農業参加申込」として、住所、
　参加者全員の氏名と年齢、電話番号を記入の
　上、農林資源室（〒 518‐0492　鴻之台 1-1）
　へ（当日消印有効）
 農林資源室　  63‐7129

ひとり親家庭交流事業
「たて干し」参加者募集

ボランティアがアドバイスします
学習支援参加者募集

■ 宿題（算数・国語）　◎各教室 1回 45分
日時　毎週水曜 午後 5時～、6時～
　毎週日曜 午前 10時～、11時～
■ パソコン教室　◎各教室 1回 50分
日時　毎週月曜・火曜 午後 5時～、6時～
　　　　　◇　　◇　　◇　　◇
場所　福祉まちづくりセンター（イオン名張店3階）
対象　市内のひとり親家庭の小中学生
◎参加無料。申込方法など詳しくは、問い合わ
　せ先へ（ボランティアも同時に募集中。）
 隠まちなかプロジェクト

　  51‐5722　  nabari@live.jp

日時　4月24日、5月22日、6月26日（全3回）
　※全て月曜日 午後1時～1時50分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
対象　首のすわった頃からハイハイまでの子
どもとその母親

定員　各回20組　※先着順
参加費　1,500円(全3回)
持ち物　バスタオル、赤ちゃんの飲み物など
申込　武道交流館いきいき備え付けの申込用紙
に必要事項を記入し、参加料を添えて同窓口へ

 武道交流館いきいき　  62‐4141

お子様と一緒に♪
赤ちゃん体操と産後ストレッチ
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4月後半～5月
各施設の催し物や教室などをご紹介
申込や問い合わせは各施設まで

施設ご利用ガイド

国津の杜
もり

はぐくみ工房あららぎ
   62‐6920

■ ストレッチ体操教室　　
　リズムに合わせて体を動かし汗を流しましょう。
日時　5月15日月 午前10時～11時30分
参加費　300円　定員　16人
講師　辻 明子さん　持ち物　敷マット、タオル

■ 健康体操教室　　
　椅子に座って行う優しい体操で健康を保ちましょう。
日時　5月17日水 午前10時～11時30分
参加費　300円　  定員　16人
講師　万代 くみ子さん　持ち物　屋内用靴、タオル

■ 糸のこぎり木工芸教室
　小鳥の置物を作りましょう。
日時　5月19日金 午前9時30分～正午
参加費　1,200円（材料費含む）  定員　6人
講師　長谷川 重峰さん　持ち物　手袋、タオル

■ コーンスターチ粘土教室
　ハートの「ドアプレート」を作りましょう。
日時　5月23日火 午前9時30分～正午
参加費　1,200円（材料費含む）  定員　10人
講師　武田 裕子さん　
持ち物　エプロン、タオル

　　　　　◇　　◇　　◇　　◇

申込　各教室の開催日１週間前までに、電話で
　問い合わせ先へ。各講座とも参加が少ない場
　合は中止。先着順

やなせ宿
 やなせ宿   62‐7760

■ やなせ宿「書道教室」作品展
日時　4月7日金～5月7日日
　午前9時～午後5時（最終日は正午まで）
■ 初瀬街道やなせ手づくり市
日時　4月29日▢祝  午前10時～午後4時
内容　名張やその近郊に住む作家による手作り市
◎ミニコンサートも同日開催

HOS名張アリーナ
 HOS名張アリーナ（総合体育館）

　  63‐5339

■ 5月の一般公開日
▼卓球（半面）・バドミントン（半面）
日時　5月10日水 午前9時～正午
▼卓球（半面）
日時　5月17日水 午前9時～正午
▼バドミントン（半面）
日時　5月24日水 午前9時～正午

■ エクササイズルーム会員募集
　ＨＯＳエクササイズルームを利用する際は、講
習を受ける必要があります。講習日の前日までに
窓口で予約してください（電話不可）。
▼初回講習日
　4月15日土・20日木・25日火・30日日、
　5月5日▢祝 ・10日水
 （各日午前10時～、午後1時～、午後7時～）
▼初回講習費用　540円　▼定員　各日程5人

ADSホール
 アドバンスコープADSホール 

   64‐3478

■ グリーンコンサート2017
日時　5月6日土 午後4時～6時
入場料　500円
 名張西・名張青峰高校吹奏楽部（田森）

　  64‐1500
■ 第32回そよ風コンサート　　◎入場無料
日時　5月14日日 午後1時30分～4時30分
 そよ風コンサート実行委員会（浜屋）

　  63‐9957
■ 芸能大会　あなたがスター　◎入場無料
日時　5月20日土 午前9時30分～午後5時30分
 歌謡スタジオききょう（相馬）　  64‐8778

■ 石川 華乃バレエスタジオ
　 第3回プティコンサート　◎入場無料
日時　5月21日日 午後3時～6時
 石川　  080‐1428‐7174

■ 名張地区交通安全協会　交通安全大会
日時　5月27日土 午後2時～3時　◎入場無料
 名張地区交通安全協会　  63‐1705

■ 日本民謡和泉会第31回公演　和と伝 
日時　5月28日日 午前10時～午後4時30分
◎入場無料
 日本民謡和泉会（谷本）  67‐2168

※毎週月曜日休館

　　 ◆ やなせ宿貸し館のご案内 ◆
　教室・会議・稽古・発表会・展示など、いろ
いろな目的に利用可能です。風情のある町屋を
利用して、いつもとは違う気分で活動してみま
せんか。 詳しくは、お問い合わせください。

第 42回名張ピアノコンクール
出演者募集

開催日　7 月 9 日日　※出演予定時刻は、6
月下旬ごろ連絡します。

場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
部門　▼幼児の部　▼小学 1・2年生の部
　▼小学 3・4年生の部　▼小学 5・6年生の部
▼中学生の部　▼高校生の部　

　▼大学生・一般の部　　
参加料　幼児の部 6,000 円、その他 9,000 円
申込期限　5月 26日金（必着）
◎部門によって必要な書類が異なります。申
込方法や内容など詳しくは、電話で問い合
わせ先へ（火～金曜日 午後 2時～ 5時）
 名張文化協会事務局　  64‐2132

郷土資料館
 郷土資料館 （旧錦生小学校）

   64‐7890　※月・木曜日休館

■　企画展「大政奉還150年ー名張藤堂家史
料から見る幕末の藤堂藩ー」

期間　4月8日土～5月28日日まで
内容　名張藤堂家邸に残る史料から、幕末の動
　乱期に藤堂藩はどのような活躍を見せたのか
　を解説します。
展示物　大政奉還建白書などの史料、絵図な
どのパネル展示　など

◎開館時間は、午前9時30分～午後4時30分

「第33回小学生陸上競技大会  
  名張地区予選会」参加者募集

日時　6月3日土 午前9時～ 　
 ※受付午前8時15分～　※荒天中止
場所　メイハンフィールド（市民陸上競技場【夏見】）
対象　市内在住・在学の小学3年～6年
参加費　700円（保険代含）
※当日徴収。参加種目は１人
　1種目。リレーは兼ねること
　ができます。
申込　5月7日日までに、ＨＯＳ名張アリーナに
ある申込用紙を記入し、同窓口へ

※ファクス（63‐5449）申込可

 市陸上競技協会（川合）  63‐0782

「アーチェリー教室」
参加者募集

日時　5 月 8 日から 7月 10 日までの毎週月
曜日 午後 7時～ 9時（全 10回）

場所　HOS名張アリーナ（夏見）
対象　16歳以上の人（高校生可）　　
定員　24人　※先着順
受講料　4,000 円　※初回に徴収します。
申込　4月 21 日金までに、HOS 名張アリー
ナ備え付けの申込用紙を記入し、同窓口へ 
 市アーチェリー協会（松本）　  65‐3470

「シニア向けテニス教室」
参加者募集

日時　毎週月曜日 午後 2時～ 4時もしくは、
毎週水曜日 午前 10時～正午

場所　百合が丘テニスコート（百合が丘西 3）
対象　市内在住の 60歳以上の人　　
定員　各回 5人程度　※先着順
受講料　7,000 円（10回券）、
9,000 円（15回券）

◎ラケットの無料レンタル有
り。申込方法など詳しくは、
問い合わせ先へ
 百合が丘総合スポーツクラブ設立準備委員会
（百合が丘市民センター内）　  64‐6466
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5月の相談 記載の電話番号は、問い合わせ先です。
開催場所(    )の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔5月12日金午前10時～午後4時〕 　　　　　　　　　　　　　
─────────────────────
交通事故相談〔5月8日月・18日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────木
行政相談  〔5月18日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
司法書士相談〔5月19日金 午後1時～4時〕
───────────────────── 
行政書士相談〔5月25日木 午後1時～4時〕
────────────────────────                          
市民・多重債務相談 ※申込不要〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　   　　　
───────────────────────────────────
法テラス法律相談〔5月17日水 午後1時～4時〕　 市役所　 0503383‐5470 　 
───────────────────────────────────
人権相談〔5月9日火・16日火 午後1時30分～4時〕
───────────────────────────────────
介護相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕     地域包括支援センター  63‐7833
　　　　　◎各地域の「まちの保健室」でも相談を実施。詳しくは地域包括支援センターへ
───────────────────────────────────
障害者福祉相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕  地域包括支援センター  63‐7833
───────────────────────────────────
年金相談〔5月9日火 ・23日火午前10時～午後2時45分〕 　アスピア  059‐228‐9112
───────────────────────────────────
女性弁護士法律相談 ※要予約〔5月19日金 午前10時～正午、午後1時～3時〕
────────────────────────────────　　　
　　　   　　　〔第1・3・5週  木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性のための    ───────────────────
相談 ※予約第2・4週  水・木・金曜
─────────────────────────────────
男性のための相談 ※予約優先〔5月11日木 午後5時～7時〕
──────────────────────────
メンタルヘルス相談  ※要予約〔5月18日木午前10時～正午・23日火午後1時～4時〕
───────────────────────────────────
若者就職相談（いが若者サポートステーション）   ※要予約〔平日 午前10時～午後4時〕　　所  アスピア  22‐0039
───────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕所 ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性DV相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　※まず電話でご相談を
───────────────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
　　　　　　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜以外） 午前10時～午後5時〕　　　子ども家庭室  63‐7594───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　 ふれあい相談室  63‐3118───────────────────────────────────
不登校相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　適応指導教室(百合が丘西）  63‐7830───────────────────────────────────
教育よろず相談〔月～土曜日 午前8時30分～午後5時15分〕    教育センター   64‐8801───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時（土曜は正午まで)〕  　　　   青少年補導センター(百合が丘西）  63‐7867
───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　子ども発達支援センター  62‐1088───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔5月10日水 午前9時30分～11時受付〕   保健センター  63‐6970───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔5月2日火 午前9時～11時〕※要予約      健康・子育て支援室  63‐6970───────────────────────────────────
がん・難病相談〔5月20日土 午後1時～4時〕　　　               勤労者福祉会館   63‐5515───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　        在宅医療支援センター  48‐7840

ふれあい相談室　 63‐2515

  農業支援センター 63‐7625 
　 63‐2517

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

    人権センター  63‐7909所

申込受付は、4月20日木
午前8時30分から。
各相談には定員がありま
す（先着順）。
お早目にお申込みください。
市民相談室　  63‐7416所

広告

所

http://www.kawarasho.jp

雨漏り修理から葺き替えまで
屋根に関するあらゆる相談
外装リフォーム全般ＯＫ

瓦屋根設計コンクール  第16回甍賞金賞受賞
亀山市立関中学校校舎

ホームページリニュ
ーアルしました

きれい屋根！瓦

〒518-0752
三重県名張市蔵持町原出581
TEL0595-61-2204  FAX0595-62-0250
Email  katsuyoshi@kawarasho.jp

や　　ね かわら

女性のための相談
※予約優先。
　祝日は休みです。

〔第1・3週  木・金・土曜日 午後1時～4時〕
〔第2・4週  水・木・金曜日 午前9時～正午〕      男女共同参画センター

     63‐5336
所

場所

市役所

イオン名張店

受付時間
午前10時～午後0時３０分

  午後2時～4時

午前10時～正午
午後1時30分～4時

4月

12

5月 6月

14

4

7月 8月 9月 10月

11

11月 12月

13

1月 2月 3月

イオン名張店

11

9
サマー

献血キャンペーン

14
ウィンター

献血キャンペーン

午後2時～4時

キャンペーン

9※
献血推進の日

　血液は、人工的につくることができず、長期間にわたって保存する
こともできません。安定的に輸血用の血液を供給するため、定期的に
献血バスを運行していますのでご協力をお願いします。

病気やけがで輸血が必要な人のために・・・
献血にご協力を！

平成29年度　献血予定
 医療福祉総務室（保健センター内）  63‐3913

※11月の献血推進の日は「とれたてなばり」イベント時に開催（受付時間未定）
　献血キャンペーンおよび献血推進の日は、三重県伊賀保健所による骨髄バンク登録の窓口が設置されます。

自宅での療養が不安なとき・・・
在宅医療支援センター（保健センター2階）

　「退院を勧められたが、自宅での療養は不安」「寝
たきりの母を自宅で看取るにはどうすればよいか」
など、自宅で療養する際に生じてくる、さまざま
な心配や不安について無料で相談に応じます。

電話でも相談を受け付けています。 48‐7840   48‐7841
相談受付時間　午前9時～午後5時　※土・日曜日、祝日、年末年始は休館

夜間･休日に病気になったら・・・
応急診療所のご案内

　救急車を呼ぶほどでもないが、家で様子をみているのには少し不安
な人やかかりつけ医が不在で、応急的に診療を受けたい人は、応急診
療所をご利用ください。

◎受付時間は各診療時間
　終了の 30分前まで

 応急診療所 (保健センター内)　  63‐3913

月～土曜日

日曜日・祝日
年末年始 （12月 30日～1月 3日）

午後8時～11時

午前9時～正午
午後3時～5時
午後8時～11時

小
児
科
・
内
科

市立病院開院20周年記念事業
～市民のみなさんありがとう！そして、これからも～

4 月 22日土 午前 10時～午後 2時 30分日時

場所 市立病院 1階玄関ロビー 他

■ オープニングセレモニー　午前 10時～
　 ▼感謝状贈呈
　 ▼名張市観光大使「私立應南学院高等部」
　　　 によるミニコンサート
■ 各イベント　午前 11時～午後 2時 30分
　 ▼医師による講演　　▼病院見学ツアー
　 ▼健康チェック（骨密度・血圧測定 など）　
　 ▼白衣試着　　▼職員によるミニコンサート
　 ▼薬剤師や看護師の健康相談　　▼非常食の試食　など

イベント内容

　名張市立病院と介護老人保健施設「ゆ
りの里」は、今年で 20周年を迎えます。
　日ごろの感謝を市民の皆さんにお伝え
するとともに、病院職員との交流を含め
たイベントを開催します。どうぞお気軽
にお越し下さい。

 市立病院総務企画室　  61‐1100（代表）


